学会シンポジウム１

【障害学生支援の障害学－入学障壁、学習障壁、就職障壁の過去と現在を問う】
（開催主旨）
　「ミネルヴァのふくろうは、黄昏時に飛び立つ」──これは、哲学者ヘーゲルの言葉ですが（『法哲学』序文）、彼はこの言葉によって、「学問」（＝ミネルヴァのふくろう）の一つの課題を表現しました。それは、人びとの現実の活動や実践が一つの節目を迎えたと思われるとき、それらがどんなものだったか、どんな意味をもっているかを、さかのぼってふりかえり、その道筋を書き留めるという課題です。障害学にもまた、それが「学問」であるならば、同じような課題が求められるでしょう。
　本シンポジウムでは、「障害学生支援」をテーマに、７０年代、そして８０年代に大学で学ばれた３人の方をお迎えして、障害をもつ学生が大学で学ぶ（学び始める）ということが、当時、どんなことだったのか、何がそれで変わったのか、その変化は大学の中だけのことだったのか、今はどうなのか、そして、どんな課題がまだ残されているのか、といったことを、皆さんと一緒に考えていきたいと思います。社会の現実を変えていくこと、それに何らかの形で貢献することもまた、障害学の課題でしょう。しかし、そのためにも、これまでの道のりをふりかえっておくことが必要ではないでしょうか。
　障害学が日本に根づいていくためには、海外の障害学をたんに輸入するだけでは十分ではありません。私たちの「これまで」と「足もと」をふりかえり、それにつなげなければなりません。本シンポジウムが、そういう日本の障害学の大きな課題に向けた、一つの小さな、しかし有意義な試みになれば幸いです。
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